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This paper reports on a Japanese language class called “Critical Reading (CR),” in which 
Japanese language learners read texts in collaboration and discussion with each other. The authors 
of the study conducted analysis under the hypothesis that a CR class is a “hybrid learning 
community” in which various members learn collaboratively. The results of this analysis 
demonstrated that the establishment of “the hybrid learning community” is not contingent on the 
diversity of the members belonging to it, but rather on the realization and recognition of the 





















CR のコース全体はいくつかのユニットから成る。1 ユニットは 1 テーマで，4, 5 コマか
けて行う。テキストを事前に読んでくることが宿題として課され，教室では，他者との対
話を通して，筆者の主張を理解すること，自分の考えを深めることを目的に，少人数によ
る話し合いが行われる。表 1 は，CR の概要を学期ごとに示したものであるが，本研究で
はこのうち，2008 年度春学期の実践を事例として示す。 
 
表 1 実践の概要 
 授業回数 学習者 実習生 教師  各ユニットのテーマ 
08 春 3 コマ/週 21 名 10 名(うち NNS 3 名) 3 名 6 ユニット（外国語学習，境目，学校，
自立，食糧問題，家族） 
08 秋 1 コマ/週 22 名 4 名＋参与観察者 3 名 1 名 4 ユニット（国，仕事，家族，自分） 
09 春 1 コマ/週 18 名 5 名＋参与観察者 5 名 
（参与観察者 5 名のうち
NNS 3 名） 


































































































●トム：①ユニットテーマの発案②授業準備ミーティングへの参加（全 3 回のうち 3 回参
加）③食糧問題を説明するスライド作成，および発表（ユニット 1 日目）④「食糧問題
に興味を持つようになった経緯」を語る（ユニット 1 日目） 
 
●李：①授業準備ミーティングへの参加（全 3 回のうち 2 回参加）。②「私の身の回りにあ




実習生を表す。教師については，教師 A，教師 B，教師 C とする。 
 
表 2 トム・プロジェクトの進行 


























































































































































































上記のメールで教師 A は，教師 B が示した二つの主張に対し，賛意を示している。その
上で，教師 A は，トムの提案を受け入れることにより，他の学習者にも「主体性，自律性」
が芽生え，クラスへの参加のあり方が変化する可能性（「それを越えるもの」）があるので
はないかと主張している。教師 A も教師 B もトムの提案を肯定的に捉えているという点で




















トした。5 月 20 日にトムがクラスで CR のテキストに関する提案を行った。そして，5 月
22 日深夜，トムから教師 A に「大学近くの路上で偶然クラスメンバーに会った際，CR の
テキストをどうするかについて話した」というメールが届く。教師 A はトムからのメール






































変容に言及する。筆者らは，2008 年度春学期・秋学期の CR 授業期間中にそれぞれ 1 回，







る。それは，李の発言によれば「もう朝 7 時から夜 11 時まで，あの，ただ勉強だけ，日本







































































スクリプト 3 において李は，これまでの日本語学習の経験と比較した上で，CR を「新
しい経験」であったと語っている。「自分が関心のあるテーマを選んで自分が直接他の学習
者の前で発表する」というのは，「食糧問題」のユニットにおいてスライドを作成し，クラ
スで発表した経験のことを指している。この経験を「新鮮だった」と評価した上で，これ
まで自身が受けてきた日本語の授業を「ステレオタイプの授業だった」と振り返っている。
特に，今までの日本語の授業を「ステレオタイプの授業だった」と評価している点は特筆
すべきである。なぜなら，これまでの授業を「ステレオタイプ」と表現しているというこ
とは，李の日本語学習観に変化が起こっていることを示しているからである。 
WEB 版『日本語教育実践研究フォーラム報告』 
2009 年度日本語教育実践研究フォーラム 
 
10 
 
以上のように，李は，CR に参加する過程で，CR というハイブリッドな学習コミュニテ
ィーにおける自身の役割を状況的に学びながら参加していることが明らかになった。そし
て，この「新しい経験」としての CR のなかで自身の役割を果たすことを通して，これま
でに持っていた自身の日本語学習観に気づき，さらにはそれが変わっていくという経験を
していることが明らかになった。 
 
4. ハイブリッドな学習コミュニティーの再定義 
以上みてきたように，ハイブリッドな学習コミュニティーでは，参加者に異なる視点が
提供され，互いの違いに気づくことによって，参加者一人ひとりの内省が深まっていく。
その結果，各自が抱いていた学習観や教育観が揺らぎ，個人レベルでもコミュニティーレ
ベルでも様々な軋轢・衝突が生じる。それを参加者同士で協働で解決していくことによっ
て，コミュニティーで共有する新たな価値が創造されていくと思われる。 
本研究では，冒頭で「ハイブリッドな学習コミュニティー」を，多様な構成員が可変的
な役割をにない，流動的な関係性をもちながら協働的に学んでいるコミュニティーと定義
した。構成員については，教師や実習生といった立場によるカテゴリーにはとどまらず，
そもそも多様な学習者が集まるすべての教室がすでにハイブリッドになりうる。つまり，
教師と学習者以外に実習生や参与観察者などの存在があるからハイブリッドなのではなく，
また，世界各国から集まっているからハイブリッドなのでもない。どの教室も教室を構成
するメンバーはいろいろな背景や経験をもって教室に集まっている。したがって，構成員
各人の多様性が引き出されれば，すべての教室がハイブリッドだといえる。しかし，逆に，
一人ひとりの多様性が生かされなければ，属性が多様だからといってハイブリッドなコミ
ュニティーとはいえないだろう。そうなると，ハイブリッドかどうかというのは，当然，
属性の問題ではなく，ひとりの人間の中のハイブリディティに気づき，それを互いに認め
ることによって成り立つのではないだろうか。 
そして，ひとりの人間の中のハイブリディティへの気づきを得るには，構成員同士の関
係性のあり方が重要になってくると思われる。たとえば，教師 vs.学習者，母語話者 vs.非
母語話者といった二項対立は，関係性を固定させ，その結果，一人ひとりの中のハイブリ
ディティを抹殺する。それに対して，動的な関係性や役割の転換の中では，これらの二項
対立は崩壊し，それぞれの中のハイブリディティが引き出される可能性が出てくる。本実
践を通して，教師も学習者も自身の中のハイブリディティが引き出されたのではないだろ
うか。たとえば，教師が教師という固定的な役割の中におさまっている場では，ひとりの
教師の中のハイブリディティは発揮されにくい。一人の人間がある時は教師になり，ある
時はクラスメンバーとして仲間となる，というように，流動的な関係性が築かれる中で，
たまたま教師をしている人間の多様な側面が見えてくる。 
ハイブリッドな学習コミュニティーは，コミュニティーの構成員一人ひとりにとって学
びの環境となる。教師は，自分が考える学びを創り，学習者に与える人ではない。コミュ
ニティーへの参加者一人ひとりが，主体的に学ぶことができるような，ハイブリディティ
が引き出されうる学習環境の場づくりをする人となるはずである。そこで学ぶのは学習者
ばかりではない。教師にとっても学びの場となるのである。 
